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川

野

省

三

清

末

静

男

で
し
た
。

六
月
に
沖
縄
へ
足
を
運
び

　
昨
年
は
、

終
戦
七
十
年
の
節
目
の
年

新
た
に
せ
ね
ば
と
、

強
く
思
う
。
　
《

閑
栖
》

是

久

 
妙

し
た
。

こ
れ
ら
の
行
事
を
通
じ
て
、

合

掌

会

長

総
代

安住寺だより

安　住　寺　だ　よ　り

矢

野

明

玄

経
中
、

皆
が
一
緒
に
祈

り
を
奉
げ
て
い
た
の
は

　
檀
信
徒
の
皆
様
に
は
、

無
事
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

本
年
も
倍
旧
の
ご
法
愛
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

皆
様
の
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

矢

野

玄

徳

総
代
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西

　
正

文

第153号

第１５３号

大分県杵築市大字南杵築379

〒873-0002　℡0978-62-2680

発行 安住寺（年4回発行）

代
表
責
任

責
任
役
員

責
任
役
員

川

上

　
浩

中

村

文

三

総
代

総
代

植

木

文

一

郎

総
代

役
員
住
職

な
っ

た
真
珠
湾
で
慰
霊
の
供
養
が
し

友
人
か
ら
ハ
ワ
イ
行
き
の
誘
い
が
あ

方
々
の
供
養
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま

そ
の
館
内
で
、

当
日
一
緒
に
船
で
渡

応
の
け
じ
め
を
つ
け
た
つ
も
り
で
し

更
に
不
戦
の
誓
い
を
新
た
に
し
、

一

た
。

と
こ
ろ
が
、

十
二
月
に
同
級
の

松

本

文

次

総
代

総
代

自
体
を
記
念
す
る
慰
霊
碑
と
し
て
ア

リ
ゾ
ナ
記
念
館
が
造
ら
れ
て
い
る
。

吉

田

正

次

郎

大
般
若
・
初
観
音
講

一
月
十
七
（

日
）

十
一
時
よ
り

　
一
年
の
無
事
を
祈
願
す
る
年
頭
の
行
事
で

す
。

是
非
お
参
り
下
さ
い
。

午
後
は
、

初
観

音
講
で
す
。

午
後
も
続
け
て
お
参
り
の
方

は
、

お
弁
当
の
用
意
を
し
ま
す
の
で
出
席
の

届
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

日

光

東

照

宮

の

三

猿

を
弔
う
と
同
時
に
、

戦

争
は
絶
対
に
し
て
は
な

供
養
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

っ

た
人
た
ち
が
見
守
る
中
、

読
経
し

共
に
沈
没
し
ま
し
た
。

終
戦
後
、

遺

薬
が
破
裂
し
、

千
百
余
名
の
兵
士
と

　
世
界
は
未
だ
に
戦
争

が
続
き
、

テ
ロ
事
件
が

調
印
式
の
エ
ピ
ソ

左がミズーリ号、右側がアリゾナ記念館

深
い
見
学
と
な
り
ま
し
た
。

の
日
本
兵
を
手
厚
く
葬
っ

た
話
な
ど
、

感
慨

日
本
軍
機
が
体
当
た
り
し
た
痕
跡
、

そ
の
機

ぬ
ふ
り
を
す
る
こ
と
な
く
、

不
戦
の
誓
い
を

『

見
ザ
ル
、

言
わ
ザ
ル
、

聞
か
ザ
ル
』

で
知

い
よ
う
な
雲
行
き
を
感
じ
て
い
ま
す
。

対
に
戦
争
は
し
ま
せ
ん
」

と
、

確
約
で
き
な

頻
発
し
て
い
ま
す
。

何
と
な
く
日
本
も
「

絶

者
の
慰
霊
の
供
養
を
す
る
こ
と
が
で

悲
惨
な
最
期
を
と
げ
た
多
く
の
犠
牲

寺
檀
信
徒
で
満
州
事
変
か
ら
先
の
大

き
ま
し
た
。

ま
た
、

八
月
に
は
安
住

り
、

是
非
、

第
二
次
大
戦
の
発
端
と

構
を
乗
組
員
の
追
悼
と
真
珠
湾
攻
撃

士
が
死
亡
。

戦
艦
ア
リ
ゾ
ナ
は
、

日

昭
和
十
六
年
十
二
月
七
日
（

現
地

た
い
と
思
い
行
っ

て
参
り
ま
し
た
。

不
戦
の
誓
い
新
た
に

で
移
動
し
終
戦
の

　
そ
の
後
、

バ
ス

も
見
る
こ
と
が
で

し
た
艦
上
の
現
場

全
権
大
使
が
調
印

を
見
学
。

重
光
葵

た
戦
艦
ミ
ズ
ー

リ

調
印
式
が
行
わ
れ

ー

ド
や
大
戦
中
の
ミ
ズ
ー

リ
の
活
躍
、

唯
一

本
軍
機
の
攻
撃
に
よ
っ

て
艦
内
の
火

四
隻
が
沈
没
。

二
千
名
を
超
え
る
兵

時
間
）

日
本
軍
の
攻
撃
に
よ
り
戦
艦

ら
な
い
、

と
い
う
思
い

を
共
有
し
た
場
だ
っ

た

と
思
い
ま
す
。
。
。
。

ア
リ
ゾ
ナ
記
念
館
で
読

感
激
で
し
た
。

犠
牲
者



 

新
年
を
迎
え
て 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

安
住
寺
檀
信
徒
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
心
新
た
に
平
成
二
十
八
丙
申
の

新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

旧
年
中
は
、
総
代
様
地
区
世
話
人
様

を
は
じ
め
と
し
、
皆
様
方
に
御
法
愛
を
賜

り
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

今
年
の
干
支
色
紙
に
は
、
檀
信
徒
皆

様
に
め
で
た
い
光
が
差
し
込
め
る
よ
う
に

と
、
拙
筆
乍
ら
「瑞
光
」と
讃
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。 

本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

安
住
寺
の
庫
裏
の
脇
に
は
、
玄
海
和
尚

が
植
え
ら
れ
た
洋
松
が
高
く
そ
び
え
て
い

ま
す
。
禅
宗
の
お
寺
で
は
松
が
好
ん
で
植

え
ら
れ
ま
す
。 

 

さ
て
一
月
十
日
は
「
臨
済
忌
」
で
、
本

年
は
宗
祖
臨
済
義
玄
禅
師
の
一
一
五
〇

年
の
遠
諱
に
当
た
り
ま
す
。 

『
臨
済
録
』
の
序
文
の
中
に
「
厳
谷
に
松

を
栽
う
」
と
で
て
く
る
。
深
く
岩
の
多
い

険
し
い
谷
に
、
松
を
植
え
る
こ
と
で
あ
る

が
、
行
録
に
あ
る
「臨
済
裁
松
」
の
因
縁
を

示
し
た
も
の
で
す
。
そ
れ
は
、
臨
済
禅
師

が
ま
だ
黄

檗

お
う
ば
く

山
に
居
た
時
の
次
の
よ
う

な
お
話
し
で
す
。 

 

師
、
松
を
栽
う
る
次
い
で
、
黄
檗

問
う
、
深
山
裏
に
許
多

そ
こ
ば
く

を
裁
え

て
、
何
を
か
作
ん
。
師
云
く
、
一

つ
に
は
、
山
門
の
与
に
境
致
と
作

し
、
二
つ
に
は
、
後
人
の
与
に
標

榜
と
作
さ
ん
。
道
い
了
っ
て
、

钁
頭

か
く
と
う

を
将と

っ
て
地
を
打
つ
こ
と
三

下
す
。 

あ
る
日
、
臨
済
禅
師
が
松
を
植

え
て
い
る
と
、
師
の
黄
檗
禅
師
が

来
て
、
「
こ
ん
な
山
奥
に
、
わ
ざ
わ

ざ
松
を
植
え
て
ど
う
す
る
つ
も
り

か
ね
。
」と
尋
ね
ま
し
た
。 

す
る
と
臨
済
禅
師
は
、
「
一
つ
に

は
お
寺
の
境
内
に
美
し
い
趣
を
添

え
た
い
と
思
い
、
も
う
一
つ
は
、
後

世
の
人
の
た
め
に
修
行
の
標
榜
と

し
た
い
。
」
そ
う
言
って
鍬
で
地
面

を
三
度
た
た
い
た
。 

 

黄
檗
禅
師
か
ら
松
を
栽
え
る
理
由
を

尋
ね
ら
れ
た
、
臨
済
禅
師
は
、
「一
つ
に
は

お
寺
の
境
内
に
美
し
い
趣
を
添
え
た
い
と
、

一
つ
に
は
後
世
の
人
の
た
め
に
修
行
の
標

榜
と
し
た
い
。
」
と
言
わ
れ
た
。
し
か
し
、

臨
済
禅
師
に
と
っ
て
は
、
ご
自
身
の
修
行

専
一
の
行
で
あ
った
は
ず
で
す
。 

禅
で
は
作
務
を
重
ん
じ
る
。
草
取
り
、

雑
巾
が
け
、
薪
割
り
、
あ
ら
ゆ
る
労
働
に

心
を
込
め
専
一
に
修
行
を
す
る
。 

中
村
文
峰
老
師
の
隠
侍
を
し
て
い
た

修
行
時
分
、
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。 

同
僚
の
隠
侍
が
、
畑
仕
事
が
終
わ
れ
ば
、

「畑
の
土
を
耕
し
終
わ
り
ま
し
た
。
」と
報

告
。 庭

の
掃
除
が
終
わ
れ
ば
、
「
落
ち
葉
は

全
て
掃
い
て
、
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
」

と
報
告
。 

書
庫
の
本
の
整
理
が
終
わ
れ
ば
「
本
は

元
通
り
整
理
で
き
ま
し
た
。
」
と
逐
一
報

告
を
し
て
お
り
ま
し
た
。 

と
う
と
う
文
峰
老
師
も
呆
れ
て
、
「
あ

ん
た
は
、
一
々
自
分
の
な
し
た
成
果
を
報

告
し
、
顕
徳
に
し
よ
う
と
す
る
。
そ
ん
な

こ
と
で
は
何
も
な
ら
ん
、
陰
徳
が
積
め
る

よ
う
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
一
人
前
だ
。
」

と
諭
さ
れ
ま
し
た
。 

私
も
、
そ
れ
を
聞
い
て
ハ
ッ
と
し
て
、
自

ら
を
省
み
、
「
陰
徳
、
陰
徳
」
と
心
に
刻
み

作
務
を
し
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。 

私
た
ち
の
日
常
は
、
実
利
的
で
〝
金

〟
に
な
ら
な
い
こ
と
は
し
な
い
、
〝
楽
〟

出
来
ん
こ
と
は
ダ
メ
、
そ
ん
な
社
会
で
す
。

確
か
に
人
間
に
と
っ
て
人
か
ら
認
め
ら
れ
、

労
働
が
対
価
と
な
り
、
生
活
が
豊
か
に

便
利
に
な
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
す
。 

し
か
し
、
そ
の
実
利
一
辺
倒
が
、
人
を

富
や
名
声
に
走
ら
せ
、
人
間
味
を
失
っ
た

殺
伐
と
し
た
社
会
に
し
て
し
ま
う
、
弊
害

も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 



 

永
平
寺
の
大
庫
院
の
前
に
掛
け
て
あ

る
、
大
き
な
す
り
こ
ぎ
を
詠
ん
だ
歌
が
あ

り
ま
す
。 

 身
を
削
り 

人
に
尽
く
さ
ん
す
り
こ
ぎ
の 

そ
の
味
知
れ
る
人
ぞ
尊
し 

 

す
り
こ
ぎ
の
よ
う
に
、
身
を
削
り
一
心

に
励
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
が
、
そ
の
苦

労
の
わ
か
る
人
は
、
さ
ら
に
尊
い
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
。 

 

厳
谷
に
松
を
栽
え
、
「
山
門
の
境
地
と

な
り
、
後
人
の
標
榜
」
を
想
わ
れ
た
、
臨

済
禅
師
、
歴
代
住
職
の
想
い
と
と
も
に
、

こ
の
一
年
「人
に
尽
く
さ
ん
す
り
こ
ぎ
」
に

な
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
心
新
た

に
し
て
お
り
ま
す
。 

本
年
も
檀
信
徒
の
皆
様
の
、
ご
指
導
ご

鞭
撻
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

明
玄
合
掌 

除
夜
は
、
一
年
最
後
の
日
「
除
日
」
の

夜
の
こ
と
で
「
除
夕
」
と
も
呼
ば
れ
、
旧

年
を
除
く
と
い
う
意
味
。 

各
お
寺
で
は
、
除
夜
の
鐘
を
撞
き
、
音

と
と
も
に
一
年
の
煩
悩
を
祓
い
、
心
新
た

に
新
年
を
迎
え
る
。 

除
夜
の
鐘
は
、
百
八
つ
撞
か
れ
る
わ
け

で
す
が
、
な
ぜ
百
八
つ
か
ご
存
知
で
す
か
。 

諸
説
あ
り
ま
す
が
い
く
つ
か
ご
紹
介
し

ま
す
。 

◎
一
年
の
う
ち
の
二
十
四
節
気
の
数
と
、

七
十
二
候
の
数
を
足
し
た
も
の
。 

◎
四
苦
八
苦
を
数
で
あ
ら
わ
し
、 

（
４×

９
）
＋
（
８×

９
）
＝
百
八
と
し

た
も
の
。 

◎
人
間
の
煩
悩
は
、
眼
（
色
境
）・
耳
（
声

境
）・
鼻
（
香
境
）・
舌
（
味
境
）・
身
（
触

境
）・
意
（
法
境
）
の
六
根
（
六
境
）
に
「
好
・

平
・
悪
」
の
三
通
り
が
あ
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
染
（
き
た
な
い
）・

浄
（
き
れ
い
）
の
二
通
り
が
あ
り
、
そ
れ

に
過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
世
に
わ
た
り
、

悩
み
や
苦
し
む
と
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
数

を
掛
け
合
わ
せ
、 

六
根
６×

「
好
・
平
・
悪
」
３×

「
染
・

浄
」
２×

三
世
３
＝
百
八
と
な
る
。 

ま
だ
ま
だ
諸
説
あ
る
よ
う
で
す
が
、
煩

悩
に
限
っ
て
言
え
ば
、
根
本
は
「
貪
・
瞋
・

痴
」
の
三
毒
で
あ
り
、
広
く
は
八
万
四
千

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
多
い
。 

と
は
言
え
、
除
夜
の
鐘
を
撞
い
て
、
新

し
い
年
が
い
い
年
に
な
る
よ
う
に
と
願
う

こ
と
も
、
煩
悩
の
一
つ
だ
ろ
う
し
・
・
・ 

な
ん
ぼ
か
煩
悩
も
な
け
な
つ
ま
ら
ん
の

じ
ゃ
ろ
う
。 

 【【日日
々々
是是
好好
日日
】】  

●
九
月
二
十
四
日
合
掌
会
主
催
の
敬

老
会
が
和
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

寺
報
の
発
行
時
期
の
関
係
で
、
な
か

な
か
記
事
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
今

回
は
写
真
を
掲
載
し
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 

 

●
十
月
二
十
七
日
、
第
六
回
杵
築
市

仏
教
会
交
流
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

が
開
催
さ
れ
、
今
年
度
は
三
チ
ー
ム

参
加
し
ま
し
た
。
Ａ
チ
ー
ム
が
七
位

に
入
り
健
闘
。
座
禅
会
の
会
員
を
中

心
と
し
た
チ
ー
ム
は
ブ
ー
ビ
ー
賞
で

し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。
●
十
月
二

十
八
・
二
十
九
日
、
南
禅
寺
派
二
十

四
部
の
支
部
長
を
、
お
務
め
頂
い
て

お
り
ま
す
、
総
代
の
植
木
文
一
郎
様

に
、
本
山
支
部
長
会
議
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
後
日
、
丁
寧
な

報
告
を
部
内
和
尚
様
に
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
●
十
一
月
十
五
日
、
部
内
大
分

市
古
国
府
の
佛
光
寺
様
の
晋
山
式
に

参
列
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
●

十
一
月
二
十
三
日
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ

ザ
ー
。
二
十
七
日
・
奉
仕
作
業
。
両

日
と
も
に
合
掌
会
の
皆
様
に
は
お
世

話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
●
一
月
十
七
日
の
大
般
若
祈

祷
会
法
要
に
は
、
部
内
の
和
尚
様
、

長
男
・
長
女
も
お
参
り
い
た
し
ま
す
。

今
年
は
日
曜
日
と
な
り
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
方
に
お
参
り
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 
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っ

て
掃
除
を
さ
れ
ま
し
た
。

地

　
年
回
忌
仏
事
は
、

故

人
を
偲
び
、

敬
い
、

つ

な
が
る
「

い
の
ち
」

を

再
確
認
す
る
意
義
深
い

行
事
で
す
。

兄
弟
や
親

戚
と
の
絆
を
深
め
る
場

に
致
し
ま
し
ょ

う
。

ん
だ
り
欲
し
が
っ

た
り
す
る
の
も
盗
難
の
一

難
と
言
え
ま
す
。

人
の
地
位
や
持
ち
物
を
羨

難
だ
け
で
は
有
り
ま
せ
ん
。

す
ぐ
に
カ
ッ

と

の
七
つ
で
す
。

火
や
水
な
ど
、

物
理
的
な
災

難
、

枷
鎖
（

拘
束
）

難
、

怨
賊
（

盗
）

難
、

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た

二
月

二

十

七

日

早
朝
坐
禅
会

　
隔
年
で
実
施

バザーと奉仕作業
第
十
八
回
目
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー

や
高
齢
の
方
も
一
生
懸
命
頑
張

お
勤
め
を
休
ん
で
こ
ら
れ
た
方

作
業
に
会
員
二
十
二
名
が
参
加

分
け
て
寄
付
す
る
予
定
で
す
。

し
た
。

市
社
協
へ
は
、

二
年
に

し
、

諸
堂
を
掃
除
し
ま
し
た
。

の
方
も
居
ら
れ
ま
し
た
。

ご
苦

写
経
・
写
仏
の
会

御
詠
歌
・
観
音
講

独
秀
流
御
詠
歌

早
朝
坐
禅
会

写
経
・
写
仏
の
会

二

月

八

日

二
月
二
十
二
日

一
月
二
十
一
日

一
月
二
十
三
日

早
朝
坐
禅
会

で
し
ょ

う
か
？
。

悩
ま
し
い
こ
と
で
す
。
。

間
の
苦
悩
は
果
て
し
な
く
続
き
ま
す
。

な
ぜ

種
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

手
か
せ
足
か
せ
、

人

独
秀
流
御
詠
歌

役
員
年
始
会

一

月

三

日

一

月

七

日

大
般
若
・
初
観
音
講

一

月

九

日

一

月

十

七

日

三
月

二

十

二

日

写
経
・
写
仏
の
会

ん
で
や
っ

と
の
こ
と
で
乗
り
越
え
た
の
に

か
ら
次
と
湧
き
起
こ
っ

て
き
ま
す
。

苦
し

こ
の
世
の
中
は
、

災
難
の
種
は
尽
き
ず
次

　
十
一
月
二
十
七
日
は
、

奉
仕

労
さ
ま
で
し
た
。
（

会
長
・

是
久
）

区
役
員
さ
ん
の
他
、

毎
年
参
加

説

教

会

色紙プレゼント
廣石碩田先生より頂戴しました。

ご希望の方はお申込み下さい。

三
月
十
二

二
十
六
日

た
は
ず
の
に
、

も
う
起
き
た
の
は
誰
？
。
。

痴
の
三
毒
を
打
ち
払
っ

て
、

貪
り
の
心
を
捨
て

　
暮
れ
に
は
百
八
の
鐘
を
撞
き
、

貪
・
瞋
・

昭

和

四

十

二

年

平

成

四

年

昭

和

五

十

九

年

平

成

十

二

年

経
費
を
差
し
引
い
た
売
り
上
げ

平

成

十

六

年

奉仕作業に参加の皆様です

二

月

十

七

日

し
て
い
ま
す

第153号安住寺だより

　
　
七
回
忌

年
回
忌
表

平
成
二
十
八
年

　
　
三
回
忌

　
　
五
十
回
忌

忌

　
　
一
周
忌

平

成

二

十

七

年

年

回

三
十
三
回
忌

二
十
五
回
忌

　
　
十
三
回
忌

　
　
十
七
回
忌

・

年

平

成

二

十

二

年

　
今
回
も
会
員
持
ち
寄
り
の
品

バ
ザ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中
で
店
仕
舞
に
な
り
ま
し
た
。

ֻ

̝

˗

物
が
格
安
で
販
売
さ
れ
、

午
前

没

平

成

二

十

六

年

金
は
、

八
万
六
百
四
十
五
円
で

二

月

十

三

日

早
朝
坐
禅
会

独
秀
流
御
詠
歌

三
月
七

十
七
日

早

朝

坐

禅

会

難
、

刀
杖
（

武
器
）

難
、

悪
鬼
（

死
霊
）

い
ま
す
。

火
難
、

水
難
、

羅
刹
（

悪
霊
）

　
観
音
経
に
は
、

次
の
七
難
が
説
か
れ
て

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
。
。
。
。
。
。

ま
た
災
難
が
、

と
い
う
経
験
を
お
持
ち
の

四

月
二
十

二

二
十
三

日

仏
教
と
数
字

Ἤ

˽

˺

③

七し
ち

難な
ん

ま
た
七
難
」

と
口
に
し
ま
す
。

　
災
い
が
続
く
と
「

七
難
去
っ

て

な
っ

た
り
、

○
○
に
溺
れ
る
の
も
火
難
・
水


